
【海岸堤防復旧のポイント】

災害復旧の効果

福島県農地海岸の復旧状況

東日本大震災からの復旧工事の事例 （海岸災害復旧事業） R8.7月

平成23年3月11日の東日本大震災で発生した津波により、堤防の決壊、消波提のブロッ

クの沈下・飛散の被害が発生しました。農地海岸の20地区のうち19地区が被災し、令和元

年度までに16地区の復旧工事が完了しています。令和8年度から帰還困難区域内３地区の災

害復旧事業に着手しており、令和12年度完了を予定しています。

細谷地区（双葉町）

沿岸部の農地や農村を津波、高潮・波浪から守る

東日本大震災の津波は、海岸堤防とそれに

より守られてきた背後の農地にも大きな被害

をもたらしました。

海岸堤防の復旧は、背後地に展開する農地、

農村を守るとともに、浜通り地方の復興の基

盤となっています。

〇震災前の堤防高さTP.6.2mから、最大2.5m

の嵩上げ。（①8.7m：富岡町～いわき（久

ノ浜港北側）②7.2m：それ以外の区間）

比較的頻度の高い津波や高潮・波浪に対し

て安全性を確保できる高さに復旧します。

〇「粘り強い構造」を採用し、想定を超える

津波に対して、直ちに決壊しない堤防を作

ります。

小高東部地区（南相馬市）

堤防嵩上げと粘り強い構造の例

【福島県農地海岸の概要】
〇概 要

福島県の海岸（総延長約１６２㎞）の管理は、

海岸法に基づき、福島県知事が防護・保全するた

めの施設と管理を行う必要がある区域を「海岸保

全区域」に指定して行っています。海岸法におけ

る主務大臣は、海岸保全区域内に設置している施

設、背後地状況により異なり、その中でも農地海

岸（農林水産大臣（農村振興局）が所管してい

る）は、干拓地を含め、背後の農地及び土地改良

施設を守っています。

現在、福島県の農地海岸保全区域の指定箇所は

２０地区、指定延長は、約２０㎞となっています。

最大2.5mの嵩上げ 天端被覆工の強化

裏法被覆工の強化

裏法の根入れ

北夫沢地区（大熊町） 熊川地区（大熊町）

帰還困難区域内３地区の被災状況（事業着手前）
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